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描画に先立ち、実施していただきたい作業について確認します。 

  

１． １点投光による固定されたハイライトと陰の確認 

植物画は陰を追い求める作業の連続である。 

・１点投光によりハイライト、陰の特定が容易になる。 

・投光を的確にすれば、陰影のメリハリが出る。 

・陰付けの悩みが減る。 

・立体感を演出しやすくなる。 

２．現物の色を確認する：使う絵具を決める 

・薄い色のカラーチャートを使い、一番近いハイライトの色味を決める。 

・微妙なセンスを要するので慣れて下さい。 

・濃い色のカラーチャートを使い、一番近い絵具を選ぶ。 

・次に、右方向に調整するか、左方向に調整するかを決め、 

混色量を加減し、ベースカラーの色味を確認する。 

３． 現物の色を確認する：色のレシピを作る 

現物のラフスケッチをし、現物の色を確認しながら

色味を作り、色のレシピを記録しておく。 

４． 写真を利用して細部を記録する 

 

 

 

 

５． 薄い色の花の写真撮影時の背景色 

薄い色の花の場合は背景を白にして撮影する。 

薄い色の花の細部を写し易く、細部描画の参考になる。 

背景が暗いとハレ―ションして細部記録として使えない。 

６． 薄くない花や葉の写真撮影時の背景色 

薄くない花や葉の場合は背景を黒にして撮影する。 

花や葉の細部を写し易い。 


